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問
題
の
所
在

　

院
政
後
期
の
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1 
1 

3 

3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1 

2 

1 

2
﹈）
は
、
主
著
『
選

択
本
願
念
仏
集
』（
建
久
九
年
﹇
1 

1 

9 

8
﹈
成
立
。
以
下
、『
選
択
集
』
と
略
す
）
で
初
唐
の
善
導

を
「
弥
陀
化
身
」
と
仰
い
で
偏
依
し
、
浄
土
宗
を
立
て
た
。
同
書
な
ど
の
信
憑
で
き
る
遺
文

や
語
録
で
、
源
空
は
自
分
が
三
昧
を
発
し
た
と
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
自
筆
と
さ

れ
る
「
三
昧
発
得
記
」
の
写
本
が
あ
り
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
舜
昌
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

巻
第
七
（
正
和
二
年
﹇
1 

3 

1 

3
﹈
〜
正
中
元
年
﹇
2 

4
﹈
成
立
）
な
ど
の
諸
伝
も
源
空
が
三
昧
を

発
し
た
と
し
て
き
た
。

　

七
十
余
年
前
に
田
村
円
澄
は
、「
三
昧
発
得
記
」
は
偽
撰
で
あ
り
源
空
の
三
昧
発
得
は
史

実
で
な
い
と
す
る
説
を
唱
え
た１
。
そ
し
て
卅
余
年
前
に
中
野
正
明
は
、「「
三
昧
発
得
記
」
は
、

そ
の
真
偽
の
判
断
に
よ
っ
て
法
然
の
思
想
的
立
場
の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
遺
文
と

い
え
る
。
し
か
る
に
、
今
日
も
遺
文
と
し
て
の
信
憑
性
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
り
、
法
然
の
三

昧
発
得
と
い
う
宗
教
体
験
の
有
無
に
つ
い
て
も
確
実
視
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る２
」

と
評
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
は
今
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
平
成
七
年
（
1 

9 

9 

5
）
に
発
見
紹
介
さ
れ
た
大
徳
寺
本
『
拾
遺
漢

語
燈
録
』
な
ど
も
活
用
し
て
、「
三
昧
発
得
記
」
の
編
纂
と
流
伝
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
項　

善
導
三
昧
発
得
説
と
源
空

　

源
空
は
『
選
択
集
』
第
十
六
章
で
、「
偏
依w

善
導
一
師q

」
の
理
由
を
三
つ
の
或
問
に
よ

り
斯
く
私
釈
し
た
。

問
曰
、「
浄
土
祖
師
其
数
又
多
、
謂
弘
法
寺
迦
才
、
慈
愍
三
蔵
等
是
也
。
何
不p

依w

彼

等
諸
師a

唯
用w

善
導
一
師q

哉
」。
答
曰
、
此
等
諸
師
雖p

宗w

浄
土a

未p

発w

三
昧z

善
導
和
尚
是
三
昧
発
得
之
人
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
於p

道
既
有w

其
証a

故
且
用p

之
。
問
曰
、「
若
依w

三
昧
発
得q

者
、
懐
感
禅
師
亦
是
三
昧
発
得
之
人
也
。
何
不p

用p

之
」。
答
曰
、
善
導
是

師
也
、
懐
感
是
弟
子
也
。
故
依p

師
不p

依w

弟
子q

也
。
況
師
資
之
釈
、
其
相
違
甚
多
。

故
不p

用p

之
。問
曰
、「
若
依p

師
不p

依w

弟
子q

者
、道
綽
禅
師
者
是
善
導
和
尚
之
師
也
、

抑
又
浄
土
祖
師
也
。
何
不p

用p

之
」。
答
曰
、
道
綽
禅
師
者
是
雖p

師
、
未p

発w

三
昧z

〔
…
〕
爰
知
、
善
導
和
尚
者
、
行
発w

三
昧a

力
堪w

師
位z

解
行
非
凡
、
将
是
暁
矣
。

問
う
、
浄
土
の
祖
師
は
数
多
く
、
弘
法
寺
迦
才
や
慈
愍
三
蔵
な
ど
も
い
る
。
何
故
そ
れ
ら
諸

師
に
依
ら
ず
、
た
だ
善
導
一
師
を
用
い
る
の
か
。
答
う
、
こ
れ
ら
諸
師
は
浄
土
を
宗
と
し
た

が
三
昧
を
発
さ
な
か
っ
た
の
で
、
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
善
導
を
用
い
る
。
問
う
、
三
昧
発

得
の
人
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
や
は
り
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
懐
感
を
用
い
な
い
の

か
。
答
う
、
善
導
は
師
で
懐
感
は
そ
の
弟
子
だ
っ
た
の
で
、
師
に
依
り
弟
子
に
依
ら
な
い
。

し
か
も
こ
の
師
弟
は
釈
に
相
違
が
甚
だ
多
か
っ
た
の
で
、
懐
感
を
用
い
な
い
。
問
う
、
師
に

依
り
弟
子
に
依
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
善
導
の
師
で
あ
り
浄
土
の
祖
師
で
も
あ
る
道
綽

を
用
い
な
い
の
か
。
答
う
、
道
綽
は
師
だ
が
三
昧
を
発
さ
な
か
っ
た
。
善
導
は
行
が
三
昧
を

発
し
力
が
師
位
に
堪
え
、
解
行
と
も
に
非
凡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
、
と
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
或
問
で
源
空
は
、
三
昧
発
得
者
に
依
る
べ
き
こ
と
と
、
も
し
師
弟
二
人
が

と
も
に
三
昧
発
得
者
で
そ
の
釈
に
相
違
が
甚
だ
多
け
れ
ば
師
に
依
る
べ
き
こ
と
の
二
つ
を
挙

げ
て
、
偏
依
善
導
の
根
拠
と
し
た
。
こ
れ
ら
二
由
は
、
後
に
「
三
昧
発
得
記
」
が
編
纂
さ
れ

た
背
景
と
し
て
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
三
昧
発
得
記
」
の
編
纂
と
流
伝

森　
　
　

新
之
介
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第
二
項　

源
空
三
昧
発
得
説
の
初
出

　

源
空
が
建
暦
二
年
（
1 

2 

1 

2
）
に
没
し
た
後
、
そ
の
徳
を
遺
弟
の
長
楽
寺
隆
寛
は
建
保

五
年
（
1 
2 
1 
7
）
乃
至
嘉
禄
三
年
（
2 

7
）
成
立
の
「
知
恩
講
私
記
」
で
絶
讃
し
た
。
し
か
し
、

同
講
式
に
源
空
が
三
昧
を
発
し
た
と
い
う
明
文
は
な
く
、
第
三
讃
専
修
正
行
徳
で
斯
く
讃
え

ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

六
時
礼
讃
多
年
積p
功
、
別
時
念
仏
幾
許
累p

徳
。
時
〻
欣
求
百
千
回
、
日
〻
称
名
七
万

遍
。
願
力
不
思
議
故
、
初
常
見

0

0

0w

宝
樹
宝
宮
殿

0

0

0

0

0a

仏
力
不
思
議
故
、
後
親
拝

0

0

0w

化
仏
化
菩

0

0

0

0

薩0z

先
師
源
空
は
願
力
不
思
議
の
故
、
初
め
常
に
宝
樹
宝
宮
殿
を
見
、
仏
力
不
思
議
の
故
、
後
に

親
し
く
化
仏
化
菩
薩
を
拝
し
た
、
と
。

　

伊
藤
真
徹
や
戸
松
啓
真
、
嵐
瑞
澂
、
杉
岡
孝
紀
は
こ
の
記
事
が
三
昧
発
得
を
意
味
す
る
と

解
釈
し
て
き
た３
が
、
従
い
難
い
。
源
空
の
三
昧
発
得
を
信
じ
な
が
ら
そ
の
明
記
を
避
け
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、「
知
恩
講
私
記
」
の
成
立
当
時
、
源
空
三
昧
発
得
説
は
未
だ
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

同
説
の
伝
存
史
料
に
お
け
る
初
出
は
、
遺
弟
の
勢
観
房
源
智
（
寿
永
二
年
﹇
1 

1 

8 

3
﹈
〜

暦
仁
元
年
﹇
1 

2 

3 

8
﹈）
が
最
晩
年
の
嘉
禎
二
年
（
1 

2 

3 

6
）
に
撰
述
し
た
『
選
択
要
決４
』

で
あ
る
。
源
智
は
同
書
の
第
四
条
で
当
時
、
同
門
の
あ
る
遺
弟
が
先
師
源
空
の
『
選
択
集
』

に
つ
い
て
「
当
世
義
理
超-w

過
此
集a

例
如e

善
導
勝w

于
道
綽q

」
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
を

伝
え
る
。
善
導
が
師
の
道
綽
に
勝
っ
た
よ
う
に
、
自
分
の
教
義
も
ま
た
同
集
を
超
え
て
い
る
、

と
。

　

師
恩
報
謝
の
念
が
極
め
て
篤
か
っ
た
源
智
は
、
こ
の
自
称
出
藍
の
同
法
に
反
論
す
る
た

め
、
同
条
で
源
空
に
つ
い
て
斯
く
決
択
し
た
。

誠
如w

和
尚q

者
、
発0-w

得
三
昧

0

0

0a

為p

師
作p

訓
。
其
験
厳
重
、
尤
足p

為p

勝
。
然
先
師

上
人
、〔
…
〕
夫
熾
盛
念
仏
之
窓
前
、
勢
至
来
現
、
口
称
三
昧

0

0

0

0

之
室
内
、
弥
陀
影
向
。

闇
夜
無p

燈
、
常
開w

聖
教a

墻
壁
有p

障
、
鎮
見w

浄
境z

臨
終
瑞
相
、
不p

可w

称
計a

若
干
道
俗
、
悉
以
見
聞
。
其
旨
在w

別
記a

不p

能p

委-w

述
之z

〔
…
〕
解
行
倶
備
、
力
堪w

師
位z

所
為
非
凡
、
将
是
暁
也
。
況
復
、
夢
中
告w

善
導
再
誕a

覚
前
示w

勢
至
化
現z

〔
…
〕
仰
討w

本
地q

者
、大
唐
導
師
也
、三
昧
正
受

0

0

0

0

之
語
、無p

疑w

于
往
生a

俯
訪w

垂
迹q

者
、
我
朝
先
達
也
、
一
向
専
称
之
教
、
有p

憑w

于
念
仏z

本
当
に
善
導
和
尚
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
三
昧
を
発
し
て
師
匠
を
教
導
す
る
よ
う
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
先
師
源
空
が
熾
盛
念
仏
し
て
い
る
と
勢
至
が
来
現
し
、
口
称
三
昧
し
て

い
る
と
弥
陀
が
影
向
し
た
。
仰
い
で
そ
の
本
地
を
尋
ね
れ
ば
大
唐
の
善
導
で
あ
り
、
三
昧
正

受
の
語
は
往
生
に
疑
い
な
く
、
俯
い
て
そ
の
垂
迹
を
訪
ね
れ
ば
本
朝
の
先
達
で
あ
り
、
そ
の

一
向
専
称
の
教
え
は
念
仏
に
憑
み
あ
る
、
と
。

　

前
項
で
見
た
如
く
、
源
空
が
善
導
を
師
の
道
綽
に
勝
る
と
判
じ
た
根
拠
は
、
そ
の
三
昧
発

得
に
あ
っ
た
。
善
導
が
道
綽
に
勝
っ
た
よ
う
に
自
分
も
ま
た
源
空
に
勝
る
、
と
主
張
す
る
某

同
法
に
反
論
し
て
源
空
を
擁
護
し
た
け
れ
ば
、
源
空
が
三
昧
を
発
し
て
い
た
こ
と
に
す
れ
ば

よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
源
空
が
『
選
択
集
』
第
十
六
章
の
私
釈
で
示
し
た
二
由
の
第
一
に
よ

り
、
三
昧
発
得
の
源
空
は
未
発
得
の
某
遺
弟
に
勝
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
某
遺
弟
が
三
昧
発

得
を
自
称
し
た
と
し
て
も
、
二
由
の
第
二
に
よ
り
、
や
は
り
先
師
源
空
は
某
遺
弟
に
勝
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
源
智
が
源
空
三
昧
発
得
説
を
主
張
し
た
の
は
自
称
出
藍
の
同
法

に
反
論
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
に
引
い
た
『
選
択
要
決
』
第
四
決
で
注
意
す
べ
き
は
、
源
智
が
源
空
の
「
臨
終
瑞
相
」

に
つ
い
て
「
其
旨
在w

別
記
0

0a

不p

能p

委-w

述
之q

」
と
述
べ
る
の
み
で
、
源
空
の
三
昧
発
得

に
つ
い
て
も
別
記
が
あ
る
と
述
べ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
当
時
、
そ
の
よ
う
な
別

記
は
未
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
某
同
法
の
「
当
世
義
理
超-w

過
此
集a

例

如e

善
導
勝w

于
道
綽q

」
と
い
う
主
張
が
、
源
智
に
源
空
三
昧
発
得
説
の
証
拠
と
し
て
の
「
三

昧
発
得
記
」
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
禎
二
年
に
『
選
択
要
決
』
を

作
っ
た
源
智
は
二
年
後
の
暦
仁
元
年
（
1 

2 

3 

8
）
に
没
し
た
た
め
、
こ
の
三
年
間
が
「
三

昧
発
得
記
」
の
成
立
時
期
と
な
る５
。

第
三
項　

複
合
さ
れ
た
念
仏
記

　

源
智
が
如
何
に
し
て
「
三
昧
発
得
記
」
を
編
纂
し
た
か
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
同
記
の

原
態
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
記
の
諸
本
は
四
つ
が
伝
存
し
て
い
る
。
誤
り
の
少
な
い
最
善
本
は
、
二
尊
院
御
影
堂
蔵

の
正
本
を
書
写
し
た
と
い
う
道
光
了
恵
編
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』（
文
永
十
一
年
﹇
1 

2 

7 

4
﹈
〜

元
亨
元
年
﹇
1 

3 
2 
1
﹈
成
立
）
所
収
の
語
燈
本
で
あ
り
、
本
稿
で
は
元
禄
十
五
年
（
1 

7 

0 

2
）

興
誉
恩
哲
書
写
の
大
徳
寺
本
を
用
い
る６
。
僅
か
に
劣
る
次
善
本
と
し
て
、
山
州
上
醍
醐
水
本

報
恩
院
寛
済
本
を
寛
永
六
年
（
1 

6 

2 

9
）
に
あ
る
人
が
書
写
し
、
そ
れ
を
十
年
後
の
十
六
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年
ま
で
に
良
定
袋
中
が
書
写
し
た
袋
中
本
（
通
称
「
報
恩
院
本
」）
が
あ
り７
、
本
稿
で
は
伊
藤

の
翻
刻
を
用
い
る
。
そ
の
他
、
親
鸞
書
『
西
方
指
南
抄
』
巻
中
本
（
康
元
二
年
﹇
1 

2 

5 

7
﹈

成
立
）
所
収
の
西
指
本
は
、
漢
文
が
親
鸞
に
よ
り
和
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る８
が
参
照
す
る

に
足
り
、
本
稿
で
は
親
鸞
真
筆
本
を
用
い
る
。
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
法
然
上
人
伝
記
』（
以
下
、

二
重
鉤
括
弧
付
き
の
『
醍
醐
本
』
と
称
す
）
第
六
篇
「
三
昧
発
得
之
記
」
が
悪
本
で
あ
る
こ
と
は
、

田
村
や
嵐
に
指
摘
さ
れ
て
い
る９
。

　

最
善
の
語
燈
本
「
三
昧
発
得
記
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
（
改
行
マ
マ
）。
な
お
、「
三

昧
発
得
記
第
一
」
の
「
第
一
」
は
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』
の
編
者
了
恵
が
加
え
た
も
の
で
あ
り
、

所
収
三
篇
の
第
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

三
昧
発
得
記
第
一 

黒
谷
自
筆
記

七
々
日
念
仏
記

0

0

0

0

0

0

〈
正
本
在w

二
尊
院
御
影
堂z

文
字
及
点
、
全
如w

正
本z

不p

可w

私
点
等q

也
〉

元
久
三
年
正
月
四
日
、
念
仏
之
間
ニ

三
尊
共
ニ

現w

下
フ

大
身q

ヲ

。

又
五
日
ニ
モ

。　

初
生
丑
年
也
、
生
年
六
十
有
六
也
、
午
ノ

年
也
。

建
久
九
年
正
月
一
日
記

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
日
、
従w

山
桃
法
橋
教
慶
之
許q

帰
テ

後
、
申
ノ

時
計
ニ

、
恒
例

正
月
七
日
念
仏
始-w

行
之q

ヲ

。〔
…
〕

こ
の
よ
う
に
語
燈
本
は
、「
三
昧
発
得
記
」と
い
う
篇
題
の
次
行
で
あ
る
本
文
第
一
行
に
「
七
々

日
念
仏
記
」
と
あ
り
、
第
二
乃
至
第
三
行
に
「
元
久
三
年
正
月
四
日
、
念
仏
之
間
ニ

三
尊
共
ニ

現w

下
フ

大
身q

ヲ

。
又
五
日
ニ
モ

」
と
い
う
元
久
三
年
（
1 

2 

0 

6
）
正
月
四
、
五
日
条
が
あ
り
、
一

字
空
格
が
あ
っ
て
「
初
生
丑
年
也
、
生
年
六
十
有
六
也
、
午
ノ

年
也
」
と
い
う
註
記
が
続
き
、

第
四
行
に
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
と
あ
り
、
第
五
行
か
ら
「
一
日
、
従w

山
桃
法
橋
教
慶

之
許q

帰
テ

後
」
云
々
と
い
う
建
久
九
年
（
1 

1 

9 

8
）
正
月
一
日
乃
至
建
仁
二
年
（
1 

2 
0 
2
）

十
二
月
廿
八
日
条
の
五
百
余
字
が
あ
る
。
袋
中
本
も
こ
れ
と
概
ね
同
じＡ
。

　

善
裕
昭
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
大
徳
寺
本
を
素
直
に
み
る
と
、「
三
昧
発
得
記
」
の
名
の

も
と
に
、「
七
々
日
念
仏
記
」
と
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
の
二
点
を
収
め
た
格
好
で
あ

るＢ
」。
す
な
わ
ち
「
三
昧
発
得
記
」
は
、
既
存
の
「
七
々
日
念
仏
記Ｃ
」「
建
久
九
年
正
月
一
日

記Ｄ
」
と
い
う
二
つ
の
念
仏
記
か
ら
記
事
を
抄
出
し
、
複
合
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
源
空
六
十
六
歳
の
午
年
は
建
久
九
年
で
あ
り
、「
初
生
丑
年
也
、
生
年
六
十

有
六
也
、
午
ノ

年
也
」
と
い
う
註
記
は
本
来
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
の
一
部
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　

注
意
す
べ
き
は
、「
三
昧
発
得
記
」
の
本
文
で
源
空
の
三
昧
発
得
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
るＥ
。
た
だ
念
仏
中
に
三
尊
が
大
身
を
現
じ
た
と
か
、
水
想
地
想
宝
樹
宝
池

宝
殿
の
五
観
が
現
じ
た
と
か
の
記
事
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
源
智
は
、
既
存
の
「
七
々
日
念

仏
記
」「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
か
ら
三
昧
発
得
を
暗
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
そ
う
な

記
事
を
抄
出
し
て
複
合
し
、「
三
昧
発
得
記
」
と
い
う
題
号
を
付
け
た
だ
け
だ
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
源
空
の
三
昧
発
得
が
史
実
で
な
く
と
も
、「
三
昧
発
得
記
」
の

記
事
は
史
実
と
し
て
信
憑
し
て
よ
い
か
も
知
れ
な
いＦ
。

第
四
項　
「
明
遍
僧
都
」
と
「
秘
伝
」

　
「
三
昧
発
得
記
」
が
如
何
に
流
伝
し
た
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
第
六
篇
と
し
て
収
録
し
た

『
醍
醐
本
』
の
編
者
は
そ
の
前
と
後
に
そ
れ
ぞ
れ
斯
く
記
し
て
い
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
記
前

識
語
」「
記
後
識
語
」
と
称
す
）。

上
人
在
生
之
時
、
発-w

得
口
称
三
昧a

常
見w

浄
土
依
正z

以w

自
筆q

・記
カp

之
、
勢
至
房

0

0

0

伝p

之
。
上
人
往
生
之
後
、
明
遍
僧
都

0

0

0

0

尋p

之
、
加w

一
見q

流w

随
喜
涙a

即
被p

送w

本0

処0z

当
時
聊
雖p

聞-w

及
此
由a

未p

見p

本
者
不p

記w

其
旨z

後
得w

彼
記q

写p

之
。

 

（
五
二
オ
〜
ウ
）

此
「
三
昧
発
得
之
記
」、
年
来
之
間
、
勢
観
房

0

0

0

秘
蔵
不w

披
露z

於w

没
後q

不p

面図
カ

伝-w

得

之q

書
畢
。 

（
五
五
ウ
）

先
行
研
究
は
す
べ
て
、『
醍
醐
本
』
は
当
初
か
ら
六
篇
本
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
て
き
た
。

し
か
し
旧
稿Ｇ
で
論
証
し
た
如
く
、『
醍
醐
本
』
は
仁
治
二
年
（
1 

2 

4 

1
）
に
五
篇
本
と
し
て

成
立
し
、
編
者
は
そ
の
末
尾
に
「
上
人
在
生
之
時
、〔
…
〕
未p

見p

本
者
不p

記w

其
旨q

」
と

記
し
て
、
源
空
に
よ
る
三
昧
発
得
の
自
筆
記
が
あ
る
ら
し
い
も
の
の
未
だ
読
み
得
て
い
な
い

と
し
て
擱
筆
し
た
。
し
か
し
後
に
読
み
得
た
た
め
、「
後
得w

彼
記q

写p

之
」
に
続
け
て
そ
の

全
文
を
引
用
し
、「〔
…
〕
於w

没
後q

不p

面図
カ

伝-w

得
之q

書
畢
」
と
追
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
編
者
在
住
の
「
本
処
」
と
は
遠
江
国
、
広
く
見
て
も
東
海
道
で
あ
っ
た
ろ
うＨ
。

　

記
前
識
語
で
明
遍
僧
都
空
阿
が
「
三
昧
発
得
記
」
を
一
見
し
随
喜
の
涙
を
流
し
た
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
不
審
と
さ
れ
て
き
た
。
田
村
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
敬
西
房
信
瑞
『
明
義
進
行
集
』
巻
第
二
（
仁
治
三
年
﹇
1 

2 

4 

2
﹈
〜
文
永
十
二
年
﹇
7 

5
﹈

成
立
）
は
「
第
二
高
野
僧
都
明
遍
」
を
立
伝
し
て
い
な
が
ら
、「
文
中
、「
三
昧
発
得
記
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
いＩ
」。
ま
た
伊
藤
の
言
う
如
く
、
明
遍



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
15
号　

2 

0 

2 

3
年
3
月

（4）45

は
貞
応
三
年
（
1 

2 

2 

4
）
に
没
し
た
た
め
、
仮
に
源
智
が
同
記
を
十
四
年
後
の
暦
仁
元
年

（
1 
2 
3 

8
）
に
没
す
る
ま
で
秘
蔵
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
明
遍
が
こ
れ
を
披
見
し
た
と
い
う

こ
と
は
有
り
得
な
いＪ
。

　

他
方
、
源
空
没
後
弟
子
の
静
遍
僧
都
心
円
は
、
建
保
五
年
（
1 

2 

1 

7
）
に
善
導
の
佚
書
『
般

舟
讃
』
一
巻
を
仁
和
寺
か
ら
発
見
し
た
。
こ
の
『
般
舟
讃
』
を
発
見
し
た
静

じ
や
う

遍へ
ん

僧
都
と
混
同

さ
れ
て
、
音
の
近
い
明

み
や
う

遍へ
ん

僧
都
が
「
三
昧
発
得
記
」
を
読
ん
だ
と
い
う
誤
伝
が
生
じ
た
の
で

あ
ろ
うＫ
。
記
前
識
語
に
お
け
る
同
記
の
旧
蔵
者
「
勢
至
房
」
も
、
勢
観
房
が
伝
写
過
程
で
斯

く
誤
写
さ
れ
た
の
で
な
く
、『
醍
醐
本
』
編
者
が
当
時
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て
よ
く
知
り
得
ず

「
勢
至
房
」
と
誤
聞
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
『
醍
醐
本
』
編
者
が
京

師
か
ら
隔
た
っ
た
東
海
道
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
誤
伝
は
容
易
に
生
じ
得

る
。

　
『
醍
醐
本
』
編
者
は
「
三
昧
発
得
記
」
を
見
写
し
た
時
、
同
記
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
も
幾

ら
か
正
確
な
情
報
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
旧
蔵
者
が
源
智
だ
っ
た
と
い
う
記

後
識
語
は
信
憑
し
て
よ
い
。
だ
が
同
識
語
の
、
源
智
が
「
三
昧
発
得
記
」
を
秘
伝
し
て
い
た

と
い
う
説
に
は
不
審
が
あ
る
。
前
項
ま
で
に
考
察
し
た
如
く
、
源
智
が
二
つ
の
念
仏
記
を
複

合
し
て
「
三
昧
発
得
記
」
を
作
っ
た
の
は
、
出
藍
を
広
言
す
る
同
法
に
反
論
す
る
た
め
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
同
記
を
秘
匿
す
る
の
で
な
く
、
進
ん
で
流
布
さ
せ
て

い
っ
た
ろ
う
。

　

前
々
項
で
考
証
し
た
よ
う
に
、「
三
昧
発
得
記
」
の
成
立
時
期
は
『
選
択
要
決
』
撰
述
の

嘉
禎
二
年
（
1 

2 

3 

6
）
か
ら
源
智
死
没
の
暦
仁
元
年
（
1 

2 

3 

8
）
ま
で
で
あ
ろ
う
。『
醍
醐

本
』
が
同
記
の
な
い
五
篇
本
と
し
て
成
立
し
た
の
は
仁
治
二
年
（
1 

2 

4 

1
）
で
あ
り
、
同

伝
編
者
の
同
記
を
見
写
し
た
時
期
が
源
智
没
後
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、「
三
昧
発
得
記
」
は
源
智
が
秘
蔵
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
そ
の
没
後
に
見
写
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
い
う
誤
伝
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
語

　

以
上
本
論
で
は
、「
三
昧
発
得
記
」
が
如
何
に
編
纂
さ
れ
流
伝
し
た
か
を
考
察
し
た
。

　

源
空
は
『
選
択
集
』
な
ど
の
信
憑
で
き
る
遺
文
法
語
で
自
ら
三
昧
を
発
し
た
と
し
て
お
ら

ず
、
没
後
の
建
保
五
年
（
1 

2 

1 

7
）
乃
至
嘉
禄
三
年
（
2 

7
）
成
立
の
隆
寛
「
知
恩
講
私
記
」

に
も
源
空
三
昧
発
得
説
は
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
説
は
後
人
が
創
作
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

源
空
三
昧
発
得
説
の
初
出
は
源
智
『
選
択
要
決
』
で
あ
り
、
源
智
が
同
説
を
唱
え
た
の
は

当
時
出
藍
を
自
称
し
て
い
た
同
法
に
反
論
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
と

し
て
、
源
智
は
既
存
の
「
七
々
日
念
仏
記
」
と
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
か
ら
源
空
の
三

昧
発
得
を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
そ
う
な
記
事
を
抄
出
し
、
複
合
し
て
「
三
昧
発
得
記
」

を
作
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
『
醍
醐
本
』
編
者
は
「
三
昧
発
得
記
」
を
源
智
が
秘
蔵
し
明
遍
が
一
見
し
た
と
伝
え
ら
れ

た
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
同
記
を
源
智
が
秘
匿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
な
く
、
明
遍
が
一
見
し
た
と
い
う
説
も
静
遍
の
『
般
舟
讃
』
発
見
が
誤
伝
さ
れ
た
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

註本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、

括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

延
応
元
年
版
『
選
択
集
』
…
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
』
資
料
編
（
文

化
書
院
）。「
知
恩
講
私
記
」
…
法
然
上
人
伝
全
集
増
補
再
版
（
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
）。『
選
択
要
決
』

…
拙
稿
「『
選
択
要
決
』
校
註
稿
│
│
付
伝
写
過
程
考
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
』
一
四
、

2 

0 

2 

2
）。
大
徳
寺
本
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』
…
梶
村
昇
・
曽
田
俊
弘
「
新
出
『
大
徳
寺
本
拾
遺
漢
語
燈
録
』

に
つ
い
て
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
二
、
1 

9 

9 

5
）。
袋
中
本
「
三
昧
発
得
記
」
…
伊
藤
真
徹
「
法
然

上
人
の
念
仏
修
行
方
軌
に
つ
い
て
」（﹇
第
一
篇
第
五
章
、初
出
1 

9 

6 

5
﹈、『
日
本
浄
土
教
文
化
史
研
究
』、

仏
教
大
学
、
1 

9 

7 

5
）。『
西
方
指
南
抄
』
…
増
補
親
鸞
聖
人
真
跡
集
成
（
法
蔵
館
）。『
醍
醐
本
』
…
藤

堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』
資
料
篇
（
同
朋
舎
出
版
、
1 

9 

8 

8
）。『
四
巻
伝
』

…
法
然
上
人
絵
伝
集
成
（
浄
土
宗
）。「
三
昧
発
得
記
分
別
抄
」
…
家
蔵
本
『
法
然
上
人
四
十
八
巻
伝
私
見

聞
抄
』（
寛
文
九
年
﹇
1 

6 

6 

9
﹈
刊
記
、
清
水
重
右
衛
門
）。『
拾
遺
語
燈
録
』
巻
中
…
佐
々
木
勇
主
編
『
龍

谷
大
学
図
書
館
蔵
黒
谷
上
人
語
燈
録
元
亨
版
│
│
翻
刻
お
よ
び
総
索
引
│
│
』（
勉
誠
出
版
、
2 

0 

2 

0
）。

『
園
太
暦
』
…
太
洋
社
本
。『
天
聴
集
』
…
『
増
補
続
史
料
大
成
』（
臨
川
書
店
）。『
円
光
大
師
行
状
画
図

翼
賛
』、『
聞
証
和
尚
行
状
記
』
…
浄
土
宗
全
書
（
山
喜
房
仏
書
林
）。

（
1
） 　

田
村
円
澄
「
三
昧
発
得
記
」（
第
三
部
第
六
章
、
初
出
1 

9 

5 

1
）、『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
新

訂
版
、
法
蔵
館
、
1 

9 

7 

2
（
初
版
1 

9 

5 

6
）。

（
2
） 　

中
野
正
明
「「
三
昧
発
得
記
」
に
つ
い
て
」（
第
二
部
第
一
章
、
初
出
1 

9 

8 

9
）、『
法
然
遺
文
の

基
礎
的
研
究
』
増
補
改
訂
、
法
蔵
館
、
2 

0 

1 

0
（
初
版
1 

9 

9 

4
）、
二
六
一
頁
。
藤
吉
慈
海
も
「
法

然
の
『
三
昧
発
得
記
』
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
な
お
結
論
を
得
て
い
な
い
」

と
し
て
い
た
（「
三
昧
発
得
に
つ
い
て
」、
奥
田
慈
応
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
仏
教
思
想

論
集
』、
平
楽
寺
書
店
、
1 
9 

7 

6
、
四
九
四
頁
）。
な
お
、
中
野
は
同
稿
で
「
田
村
氏
の
偽
撰
説
に



「
三
昧
発
得
記
」
の
編
纂
と
流
伝
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対
す
る
若
干
の
疑
問
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
「
三
昧
発
得
記
」
の
真
撰
な
る
こ
と
と
そ

の
事
由
を
開
陳
し
た
」（
二
七
七
頁
）
が
、
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
従
い
難
い
。

（
3
） 　

伊
藤
真
徹
「
法
然
上
人
の
念
仏
修
行
方
軌
に
つ
い
て
」（﹇
第
一
篇
第
五
章
、
初
出
1 

9 

6 

5
﹈、『
日

本
浄
土
教
文
化
史
研
究
』、
仏
教
大
学
、
1 

9 

7 

5
、
九
八
頁
）、
戸
松
啓
真
「
法
然
上
人
の
『
三
昧

発
得
記
』
に
つ
い
て
」（﹇
第
一
部
第
三
章
第
四
節
、
初
出
1 

9 

7 

1
﹈、
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念

論
集
刊
行
会
編
『
浄
土
教
論
集
』、
大
東
出
版
社
、
1 

9 

8 

7
、
九
九
頁
）、
嵐
瑞
澂
「
法
然
上
人
の

「
三
昧
発
得
記
」
の
研
究
│
│
醍
醐
・
報
恩
院
本
を
中
心
と
し
て
│
│
」（『
史
学
仏
教
学
論
集
』
坤
、

藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
会
、
1 

9 

7 

3
、
七
八
四
頁
）、
杉
岡
孝
紀
「
法
然
上
人
に
於
け
る
三
昧

発
得
の
体
験
」（『
法
然
上
人
研
究
』
五
、
1 

9 

9 

6
、
四
七
頁
）。

（
4
） 　

源
智
『
選
択
要
決
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
研

究
所
紀
要
』
一
三
、
2 

0 
2 
1
、
一
九
九
頁
）
参
照
。

（
5
） 　

嘉
禎
三
年
（
1 

2 

3 

7
）
成
立
の
正
信
房
湛
空
『
四
巻
伝
』
こ
と
『
伝
法
絵
流
通
』
は
、
巻
第
一

で
「
上
人
、
心
閑
ニ

浄
土
を
観
し
給
け
る
。
は初し
め
の
夜
ハ
宝
樹
を
現
し
、
次
夜
ハ
瑠
璃
の
地
を

し示め
し
、
後
ニ
ハ

宮
殿
を
拝
し
給
」
と
記
し
、
善
導
と
の
夢
中
対
面
な
ど
を
略
述
し
た
後
、「
こ
れ
す

な
ハ
ち
念
仏
三
昧
成
就
獲
得

0

0

0

0

0

0

0

0

の
証
理
な
る
へ
し
」
と
し
た
（
二
七
〜
八
頁
）。
こ
の
『
四
巻
伝
』
の

源
空
三
昧
発
得
説
が
、
前
年
成
立
の
源
智
『
選
択
要
決
』
に
依
拠
し
た
も
の
か
、
当
時
す
で
に
「
三

昧
発
得
記
」
が
成
立
し
て
い
て
そ
れ
に
依
拠
し
た
も
の
か
は
未
詳
。

（
6
） 　

な
お
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』
は
、
平
成
七
年
（
1 

9 

9 
5
）
に
大
徳
寺
本
が
発
見
紹
介
さ
れ
る
ま
で
、

江
戸
中
期
の
正
徳
版
が
長
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
正
徳
版
は
良
照
義
山
が
改
竄
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
一
本
と
し
て
数
え
る
に
足
ら
な
い
。

（
7
） 　

袋
中
本
は
、
檀
王
法
林
寺
袋
中
上
人
鑚
仰
会
員
の
嵐
瑞
澂
が
「
望
西
楼
了
恵
集
録
の
法
然
上
人
御

談
並
に
三
昧
発
得
記
に
就
い
て
」（『
浄
土
教
報
』
二
〇
七
五
、
1 

9 

3 
5
）
で
紹
介
し
た
。
後
に
嵐

は
、「
袋
中
真
筆
「
三
味
発
得
記
」
そ
の
他
は
か
っ
て
京
都
だ
ん
王
法
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、

今
時
大
戦
の
為
仏
教
大
学
図
書
館
、
そ
の
他
に
疎
開
さ
れ
た
ま
ゝ
に
な
っ
て
い
て
、
現
在
は
法
林
寺

に
は
現
存
し
な
い
」
と
し
た
（「
法
然
上
人
の
「
三
昧
発
得
記
」
の
研
究
」﹇
前
掲
﹈、
後
註
五
）。

　

袋
中
本
の
本
文
に
は
語
燈
本
の
そ
れ
よ
り
優
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今
や
現
物
も
影
印
も
見
ら

れ
な
い
た
め
最
善
本
と
し
て
用
い
難
い
。
中
野
正
明
も
、
袋
中
本
に
つ
い
て
「
今
日
い
ま
だ
そ
の
所

蔵
を
確
認
す
る
に
及
ば
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
一
応
除
外
す
る
」
と
し
て
い
る
（「「
三
昧
発
得
記
」

の
諸
本
」﹇
第
二
部
第
一
章
第
一
節
、書
き
下
ろ
し
か
﹈、『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』
増
補
改
訂
﹇
前

掲
﹈、
後
註
一
）。

（
8
） 　

西
指
本
の
和
訳
者
が
親
鸞
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
霊
山
勝
海
「「
三
昧
発
得
の
記
」
お
よ
び

「
御
夢
想
記
」
の
諸
問
題
」（﹇
第
六
章
、
初
出
1 

9 

8 

5
﹈、『
西
方
指
南
抄
論
』、
永
田
文
昌
堂
、

1 

9 

9 

3
）
参
照
。

（
9
） 　

田
村
円
澄
は
「
醍
醐
本
「
三
昧
発
得
記
」
は
、
誤
字
や
脱
字
が
多
く
、
そ
の
点
、
読
み
に
く
い
の

で
あ
る
」
と
し
（「
三
昧
発
得
記
」﹇
前
掲
﹈、
二
四
三
頁
）、
嵐
瑞
澂
も
「
醍
醐
本
は
鎌
倉
時
代
の
文

体
で
は
あ
る
が
、
誤
字
や
脱
字
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
読
み
に
く
く
、
他
よ
り
見
劣
り
の
す

る
写
本
で
あ
る
」
と
す
る
（「
法
然
上
人
の
「
三
昧
発
得
記
」
の
研
究
」﹇
前
掲
﹈、
七
七
一
頁
）。
従

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
10
） 　

袋
中
本
の
記
事
が
時
系
列
順
に
な
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
袋
中
「
三
昧
発
得
記
分
別
抄
」

は
「
此
記
内
年
号
ノ
前
後
ア
ル
ハ
、
作
者
発
定
ノ
後
、
時
時
任p

筆
故
ナ
ル
ヘ
シ
」（
四
一
ウ
）
と
し
、

源
空
が
後
年
に
な
っ
て
思
い
出
す
ま
ま
に
書
き
連
ね
た
か
ら
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
ま
た
伊
藤
真
徹

は
、「
乱
丁
の
結
果
錯
雑
を
招
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
（「
法
然
上
人
の
念
仏
修
行
方
軌

に
つ
い
て
」﹇
前
掲
﹈、
九
七
頁
）。
な
お
、「
三
昧
発
得
記
分
別
抄
」
は
唯
一
の
同
記
末
書
と
さ
れ
て

い
る
（
嵐
瑞
澂
「
法
然
上
人
の
「
三
昧
発
得
記
」
の
研
究
」﹇
前
掲
﹈、
七
七
五
頁
）。

（
11
） 　

善
裕
昭
「
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
│
│
曽
田
・
伊
藤
説
の
検
討
│
│
」、

『
仏
教
文
化
研
究
』
五
八
、
2 

0 

1 

4
、
六
頁
。
浅
野
教
信
も
「「
三
昧
発
得
記
」
の
年
時
の
正
確
な

記
述
と
そ
の
年
月
の
跳
び
石
的
記
述
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、「
三
昧
発
得
記
」
の
法
然
上
人
御
自

筆
の
も
の
は
別
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
毎
日
の
記
録
が
刻
明
に
記
入
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
接
し
う
る
「
三
昧
発
得
記
」
は
そ
の
刻
明
に
記
入
さ
れ
て
い
る

も
の
の
一
部
を
何
等
か
の
意
図
の
も
と
に
摘
出
し
て
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
考
す
る
の

で
あ
る
」
と
し
て
い
た
（「『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
「
三
昧
発
得
記
」
に
つ
い
て
」﹇
第
五
章
第

三
節
、
初
出
1 

9 

8 

9
﹈、『
親
鸞
と
浄
土
教
義
の
研
究
』、
永
田
文
昌
堂
、
1 

9 

9 

8
、
一
八
二
頁
）。

　

語
燈
本
で
「
七
々
日
念
仏
記
」
の
記
事
が
前
に
あ
る
の
は
、
三
尊
大
身
顕
現
を
「
三
昧
発
得
記
」

の
編
者
源
智
が
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
や
は
り
善
が
指
摘
し
た
（
六
頁
）
如
く
、
伝
写

過
程
で
時
系
列
順
に
再
編
さ
れ
た
ら
し
く
、
西
指
本
と
醍
醐
本
で
は
記
事
が
建
久
九
年
（
1 

1 

9 

8
）

正
月
一
日
条
か
ら
始
ま
り
、
元
久
三
年
（
1 

2 

0 

6
）
正
月
四
、
五
日
条
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（
12
） 　

な
お
、
語
燈
本
の
「
七
々0

日
念
仏
記
」
を
次
善
の
袋
中
本
は
「
又0

七
日
念
仏
記
」
に
作
り
、「
又
」

字
が
あ
り
ノ
マ
が
な
い
。「
又
」
は
衍
字
で
、
題
号
「
三
昧
発
得
記
」
の
次
行
に
「
七
（
々
）
日
念

仏
記
」
と
あ
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
後
人
が
、「
又
」
字
を
加
え
て
「
七
（
々
）
日

念
仏
記
」
を
異
題
註
記
の
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
源
空
の
年
欠
四
月
廿
六
日
付
津
戸

三
郎
宛
消
息
（『
拾
遺
語
燈
録
』
巻
中
）
に
「
こ
の
正
月
に
別
時
念
仏
を
五
十
日
申
て
候
」（
五
三
オ
）

と
あ
る
た
め
、
語
燈
本
の
「
七
々
日
念
仏
記
」
の
ノ
マ
が
衍
字
と
は
断
じ
難
い
。

（
13
） 　
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
と
い
う
題
号
は
西
指
本
に
も
あ
る
。親
鸞
は
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」

の
「
記
」
に
右
訓
「
キ
ス
」
と
左
訓
「
シ
ル
ス
ナ
リ
」
を
施
し
て
お
り
、「
記
」
を
動
詞
と
し
て
解

釈
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
本
来
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
は
念
仏
記
の
題
号
す
な
わ
ち
名
詞
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、
西
指
本
で
は
元
久
三
年
正
月
四
日
の
記
事
の
前
に
「
七
（
々
）
日
念

仏
記
」
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
。

（
14
） 　

貞
和
五
年
（
1 

3 

4 

9
）
五
月
十
五
日
に
二
尊
院
蔵
の
「
法
然
上
人
三
昧
発
得
記
」
を
実
見
し
た

洞
院
公
賢
も
、
三
昧
発
得
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
自w

建
仁
二
年
正
月
一
日a

懃w

念
仏
別

行q
歟
。
自w

六
日q

有w

発
得
瑞a

是
地
観
宝
樹
以
下
次
第
現
前
。
以0p

之
称

0

0w

三
昧
発
得

0

0

0

0q

歟0

」
と
推

測
す
る
し
か
な
か
っ
た
（『
園
太
暦
』
同
日
条
）。
な
お
、
後
奈
良
帝
宸
記
『
天
聴
集
』
天
文
四
年

（
1 
5 
3 
5
）
八
月
七
日
条
に
は
「
廬
山
寺
霊
宝
種
々
」
の
一
つ
と
し
て
「
法
然
上
人
自
記
」
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
嘗
て
二
尊
院
に
あ
っ
た
「
三
昧
発
得
記
」
は
同
年
ま
で
に
廬
山
寺
に
移
っ
て
い
た

ら
し
い
。

（
15
） 　

た
だ
し
、「
三
昧
発
得
記
」
に
は
「
建
仁
元
年
二
月
八
日
」
の
記
事
も
あ
る
。
田
村
円
澄
の
言
う

如
く
、「
建
仁
と
改
元
の
あ
っ
た
の
は
二
月
十
三
日
で
あ
る
か
ら
正
治
三
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
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（「
三
昧
発
得
記
」﹇
前
掲
﹈、
二
四
六
頁
）。

（
16
） 　

拙
稿
「
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
過
程
│
│
篇
題
や
識
語
な
ど
に
着
目
し
て
│
│
」（『
浄

土
学
』
五
六
、
2 

0 

1 

9
）
参
照
。
な
お
、
了
恵
編
『
拾
遺
漢
語
燈
録
』
第
二
篇
「
浄
土
宗
見
聞
第

二
付
臨
終
記
」
の
底
本
は
、
第
六
篇
「
三
昧
発
得
之
記
」
の
追
補
さ
れ
て
い
な
い
五
篇
本
『
醍
醐
本
』

の
写
本
で
あ
ろ
う
。
了
恵
は
第
二
篇
「
浄
土
宗
見
聞
第
二
付
臨
終
記
」
所
収
の
「
臨
終
日
記
」
に
つ
い
て
、

私
云
、「
臨
終
記

0

0

0

」
雖p

非w

上
人
之
語a

同
在0w

『
見
聞

0

0

』
奥0z

為p

令w

人
取o

信
、
同
載p

之
者

也
。
見
者
得p

意
。 

（
二
四
ウ
）

と
註
記
し
て
い
る
。「
臨
終
記
」
が
『
見
聞
』
の
「
奥
」
す
な
わ
ち
末
尾
に
あ
っ
た
と
は
、
そ
の
『
見

聞
』
が
「
臨
終
記
」
で
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
17
） 　

拙
稿
「
最
初
期
源
空
諸
伝
の
形
成
過
程
│
│
山
門
か
ら
の
訴
訟
な
ど
に
着
目
し
て
│
│
」（『
浄
土

学
』
五
八
、
2 

0 

2 

1
、
補
記
）
参
照
。

（
18
） 　

田
村
円
澄
「
三
昧
発
得
記
」（
前
掲
）、
二
四
五
頁
。
な
お
、
戸
松
啓
真
も
同
じ
疑
問
を
呈
し
た
（「
法

然
上
人
の
『
三
昧
発
得
記
』
に
つ
い
て
」﹇
前
掲
﹈、
九
二
頁
）。

（
19
） 　

伊
藤
真
徹
「
法
然
上
人
の
念
仏
修
行
方
軌
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、
九
八
頁
。
浅
野
教
信
も
、「
源

智
の
生
存
中
に
明
遍
僧
都
が
一
見
し
て
い
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
秘
蔵
の
意
味
が
揺
ら
い
で
来
る
」

と
疑
っ
た
（「『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
「
三
昧
発
得
記
」
に
つ
い
て
」﹇
前
掲
﹈、
一
七
〇
頁
）。

（
20
） 　

な
お
静
遍
も
、
明
遍
と
同
じ
く
貞
応
三
年
（
1 
2 
2 
4
）
に
没
し
た
た
め
、
や
は
り
源
智
が
十
四

年
後
の
暦
仁
元
年
（
1 

2 

3 

8
）
に
没
す
る
ま
で
秘
蔵
し
て
い
た
も
の
を
披
見
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。

補
記　

筆
者
は
旧
稿
「『
選
択
要
決
』
校
註
稿
│
│
付
伝
写
過
程
考
│
│
」（
本
誌
前
号
、
2 

0 

2 

2
）
で

浄
教
寺
本
『
選
択
要
決
』
の
来
歴
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
同
本
は
近
隣
の
真
宗
大
谷
派
西
福
寺
蔵
本

を
書
写
し
た
も
の
で
な
い
か
と
推
測
し
た
。
た
だ
し
そ
の
後
、
別
の
推
測
も
可
能
で
あ
る
こ
と
に
想

到
し
た
。

　

旧
稿
「『
選
択
要
決
』
撰
者
弁
証
」（
本
誌
前
々
号
、
2 

0 

2 

1
）
で
述
べ
た
如
く
、
真
宗
大
谷
派

の
恵
空
は
元
禄
九
年
（
1 

6 

9 

6
）
に
入
手
し
た
古
体
本
『
選
択
要
決
』
を
後
日
、
浄
土
宗
鎮
西
流

名
越
派
の
義
山
に
売
却
し
た
。
そ
の
義
山
の
師
で
あ
っ
た
良
光
聞
証
（
寛
永
十
一
年
﹇
1 
6 
3 
4
﹈

〜
貞
享
五
年
﹇
1 

6 

8 

8
﹈）
に
つ
い
て
、
法
泉
寺
珂
然
『
聞
証
和
尚
行
状
記
』（
元
禄
十
一
年

﹇
1 

6 

9 

8
﹈
自
序
）
は
「
洛
陽
浄
教
寺

0

0

0

0

0

沙
門
某
、
帰w

師
徳
行q

執w

師
長
礼q

」（
七
五
〇
頁
）
と
し
、

義
山
「
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
序
」（
元
禄
十
六
年
十
二
月
八
日
付
、
中
阿
円
智
纂
述
・
義
山
重

修
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』）
は
「
一
日
予
引p

智
共
訪w

先
師
於
洛
之
浄
教

0

0

0

0q

」（
九
九
頁
）
と

す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
浄
教
寺
の
某
僧
が
聞
証
に
師
事
し
、
義
山
は
同
法
の
円
智
と
と
も
に
師

の
聞
証
を
浄
教
寺
に
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
聞
証
が
浄
教
寺
に
一
時
止
住
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
弟
子
義
山
の
入
手
し
た
古
体
本
『
選
択
要
決
』
か
そ
の
写
本
が
同
寺
に
あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
怪

し
む
に
足
ら
な
く
な
る
。
浄
教
寺
本
『
選
択
要
決
』
の
親
本
は
、
西
福
寺
本
で
な
く
古
体
本
か
そ
の

写
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

な
お
、
浄
教
寺
本
の
本
文
料
紙
に
つ
い
て
旧
稿
「『
選
択
要
決
』
校
註
稿
」
で
「
楮
紙
、
打
ち
紙

あ
り
」（
二
頁
）
と
書
い
た
が
、
撤
回
し
た
い
。
正
し
く
は
雁
皮
紙
で
あ
ろ
う
か
。

付
記　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
「
二
二
K
〇
〇
一
一
四
」）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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